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分担研究報告書 

「栄養に配慮した備蓄と食事計画シミュレーター」（改訂版シミュレーター）の作成 

分担研究者 佐藤慶一 専修大学ネットワーク情報学部教授 

研究要旨 

令和３年度は、令和２年度に作成した「栄養に配慮した備蓄と食事計画シミュレーター」

の改訂作業を行なった。 

改訂は、令和２年度のグループインタビュー調査や研究班による議論をベースに行わ

れ、自治体での備蓄計画に加えて、1 日分の食事計画をシミュレートできるような機能が

加えられた。さらに、食事計画のシミュレーションに利用できるようにエネルギー・栄養

素を多く含む支援物資、弁当の中身、炊き出し料理リストが掲載された。 

改訂により高機能化したが、防災担当者等に利用してもらうには、表示される情報量を

少なくしたユーザーインターフェースの開発が必要と考えられ、今後の課題となる。 

A.目的

令和２年度の本分担研究では、栄養参照

量や活用支援ツールに対する調査研究成

果を、厚生労働省が公開している「大規模

災害時に備えた栄養に配慮した食料備蓄

量の算出のための簡易シミュレーター」1)

の改訂に繋げるために、必要な情報技術調

査を行ない、「栄養に配慮した備蓄と食事

計画シミュレーター」を構築した。 

令和３年度の本分担研究では、須藤紀子

教授ら研究班によるグループインタビュ

ーに利用されることを目的に、改訂作業を

加えた。

B.研究方法

令和３年度は、①令和２年度に作成した

エクセル・シミュレーターの改訂事項をと

りまとめ、②シミュレーターの改訂作業を

行った。

 本分担研究は、シミュレーターの改修を

行ない、その特徴や課題を検討するもので

あり、シミュレーターに関するグループイ

ンタビューは扱わない。改修されたシミュ

レーターについては、グループインタビュ

ーの中で、より具体的な改善点等が検討さ

れるものと考えられる。

C.研究結果

主な研究結果は、下記の通りである。

① 改訂事項の取りまとめ

令和２年度のグループインタビューや

研究班での議論を経て、下記の再改修を実

施することとした。 

管理栄養士等へのインタビューで、実際

の避難所では、備蓄物資よりも、支援物資

や弁当、炊き出しなどにより、被災者の食

事が賄われていることが語られ、備蓄だけ

を対象にしたシミュレーターではなく、具

体的な食品や料理を扱う必要性が生じた。

そこで、自治体の備蓄計画に加えて、実際

の食事計画を検討する機能を追加するこ

とになった。具体的には、下記のように改

訂事項が取りまとめられた。 

・ 参照量を満たす献立例を選べる新たな

シートの作成（朝・昼・夜の３食分）。

・ エネルギー・栄養素を多く含む支援物

資、弁当の中身、炊き出し料理リスト

を掲載し、上記のシートに追加で選択

できるようにする。

・ 既存の備蓄用の食品（選択食品一覧及

び日本災害食認証製品）を上記のシー

トに追加で選択できるようにする。
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・ その他、各自治体の任意の食品を上記

のシートに追加で選択できるようにす

る。 

 

② シュミュレーターの改訂 

表１に、令和３年度改修後のシミュレー

ターのシート構成を示す。背景を灰色にし

た行（0、1b、14、15、16）が新たに加え

たシートである。＊印をつけたシート1a、

12は、令和２年度に作成したシミュレータ

ーに調整を加えたシートである。 

図１に、新たに加えられた表紙シートを

示す。備蓄計画、１日分の食事計画シート

の概要説明と、リンクボタンを掲載するこ

とで、利用者への説明とした。 

 

表１ シートの構成（改訂後） 
no シート名 説明 
0 表紙 表紙となるシート。 

「備蓄計画」ボタンからシ

ート1aへ、「1日分の食事

計画」ボタンからシート1b

へ遷移する。 

1a 備蓄計画＊ 備蓄計画を作成するシー

ト。備蓄情報を入力してエ

ネルギー・栄養素含有量等

の総必要量に対する過不

足判定を自動計算する。 

1b １日分の食事計画 1日分（3食）の具体的な献

立を入力して、1日の参照

量と比較する。 

2 計算用シート シート1aへ表示する計算

をするためのシート。 

3 中間データ 年齢別人口と必要栄養素

量を計算するためのシー

ト。 

4 定数 定数をまとめたシート。 

5 メニュー プルダウン用リストをま

とめたシート。 
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〜 

10 

統計データ 平成27年国勢調査人口等

基本集計の市町村×年齢

別の総数、男、女（男女別）

を搭載 

11 傷病情報 平成29年患者調査 閲覧

第１４６－２～６表 

12 選択食品一覧＊ 選択食品の各栄養素量の

一覧 

13 食事摂取基準 食事摂取基準の元の表を、

年齢別に整形した表 

14 日本災害食認証製

品 

シート1a及び1bで選択可

能な日本災害食認証製品

の各栄養素量の一覧 

15 献立の食品・料理

の栄養データ 

シート1bで選択可能な献

立を構成する食品・料理名

及び代替食品・料理の各栄

養素量の一覧 

16 献立データ  

 

 
図１ 表紙シート 

 

自治体での備蓄計画に加えて、１日分の

食事計画をシミュレートできるような改

修が加えられた。 

食事計画は、「支援物資」、「炊き出し・

支援物資」、「弁当」の献立区分から、選

択し、表示される献立を選択すると、食品

や料理名のテンプレートが挿入される。 

例えば、朝食欄で、「支援物資」を選ぶ

と、「おにぎり・サンドイッチ」、「菓子

パン」の献立名が表示される。献立「菓子

パン」を選択すると、カレーパン・LL牛乳、

オレンジゼリーが、食品・料理名のセルに

挿入され、それぞれのエネルギー・栄養素

量が表示される。 

それぞれの食品欄をクリックすると、別

の食品の候補が表示され選択できるし、右

側の「エネルギー・栄養素摂取に寄与可能

な食品リスト」（図２）の料理や、備蓄計

画シートに入力した備蓄食品から選択す

ることもできる。さらに、食品リストにな

いものを手入力で追加することもできる。 

朝食、昼食、夕食で提供された食品・料

理の情報を入力すると、その日の総エネル

ギー・栄養素供給量、1日の参照量や判定

結果が表示される仕組みとなっている。 
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図２ エネルギー・栄養素摂取に寄与可能

な食品リスト 

D.考察 

図３にサンプルで入力された１日

分の食事計画シートから、データが入

力されている欄のみをピックアップ

した結果を示す。 

朝食は、支援物資（菓子パン）に、

ウィンナーが追加されている。昼食は

弁当で、夕食は炊き出しで、たけのこ

ごはんやさつま汁が選ばれている。 

下部に 1 日の総エネルギー・栄養素

供給量が計算され、1 日の参照量と比

較した判定結果が表示されている。 

 

 
図３ 1日分の食事計画シート 

 

図３は、データが入力されている欄

のみをピックアップしたものである

が、実際のエクセルシートでは、１食

あたりで 50 行ほど入力欄が続く。献

立の食品・料理名以外にも、献立用の

リストから追加、備蓄用の食品リスト

から追加（主食、おかず）、日本災害

食認証製品から追加、食品リストにな

いものを手入力で追加と入力可能な

空欄が多く、情報入力者の心理的負担

が大きいことが懸念される。 

また、入力表の右側には、「エネル

ギー・栄養素摂取に寄与可能な食品リ

スト」の一覧が示されているが、情報

量が多く、利用者が全てを認識するこ

とは困難であるものと考えられる。 

図２に表示されているのは、エネル

ギー摂取に寄与可能な食品リストで

あり、これ以外に、たんぱく質、ビタ

ミン B1、B2、C それぞれの栄養素摂取

に寄与可能な食品リストが同程度リ

ストアップされている。 

改訂によりシミュレーターは高機能化

したが、その分複雑化したことは否めず、

実際に利用してもらうには、ユーザーイン

ターフェースの開発が必要と考えられる。  
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例えば、表示される情報量が多すぎるの

で、エネルギー・栄養素摂取に寄与可能な

食品リストの表示件数を一度に認識でき

る程度に少なくして、それ以外のものを見

たい場合には表示するようにしたり、食事

計画画面では、一つ一つの食品・料理名の

エネルギー・栄養素量や空欄行を表示しな

いようにしたりすることが考えられる。 

また、利用者として想定されている、自

治体の防災担当職員は、管理栄養士等のよ

うな栄養についての専門知識がない場合

がある。そのような場合、複雑な本シミュ

レーターの利用に困難が伴うことが想像

される。利用可能性を高めるためには、ユ

ーザーインターフェースの改良に加えて、

簡易で分かりやすいマニュアルの整備や

説明会などの機会が必要となろう。 

 

E.結論 

 本分担研究では、昨年度作成した「栄

養に配慮した備蓄と食事計画シミュレー

ター」の改修作業を行なった。 

 自治体での備蓄計画に加えて、1日分の

食事計画をシミュレートできるような改

修を行った。食事計画のシミュレーション

に利用できるようにエネルギー・栄養素を

多く含む支援物資、弁当の中身、炊き出し

料理リストを掲載する等した。 

 今後、本シミュレーターの利用可能

性を広げるためには、表示される情報量

を少なくしたユーザーインターフェース

の開発や、ユーザーマニュアルの整備が

求められると考えられる。 
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